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（最先端分析）XAFS＋HD2700

ＸＲＤを用いた正極のサイクル劣化解析

大気非暴露雰囲気下での結晶構造評価が可能。

・初期，サイクル後いずれも層状岩塩型構造のＬｉ（Ｍｎ０.３３Ｃｏ０.３３Ｎｉ０.３３）Ｏ２である事が確認された。

従って、サイクルに伴う結晶構造相転移は生じていないことが分かった。

・サイクル後では、放電状態にも拘わらず六方晶Ⅱの残存が確認された。（本来は六方晶Ⅰ）

⇒サイクル後では、Ｌｉイオンの挿入脱離反応が阻害された可能性がある。

ＸＲＤでは結晶構造の変化を捉える事が出来ます。

Ｘ-ｒａｙ ｄｉｆｆｒａｃｔｉｏｎ

■ＸＲＤによる三元系正極（ハーフセル）のサイクル劣化解析結果

ＸＲＤスペクトル
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ＡＳＴＭカードから、初期，サイクル後
いずれも層状岩塩型構造の
Ｌｉ（Ｍｎ０.３３Ｃｏ０.３３Ｎｉ０.３３）Ｏ２である事を確認。
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初期

サイクル後

ｃ軸方向（００３）の拡大スペクトル

ａ軸方向（１１３）の拡大スペクトル
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層状岩塩型構造
（六方晶）
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初期 （六方晶Ⅰ）

（０１４）の拡大スペクトル

（０１４）

高角度側へシフト
（六方晶の変化）

サイクル後 （六方晶Ⅰ＋Ⅱ）

○サイクル後、六方晶の構造が
Ⅰ→Ⅰ＋Ⅱへ変化した。
○六方晶Ⅱへの構造変化は、ｃ軸の伸長と
ａ軸の収縮である事を確認した。


